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3．　低融点ガラスの一般的性状

　低融点ガラスの利用については，すでに1で述べてぎ

たが，その特長がプラスチックと共通した部分をもつた

め，利用においてもしばしば両者が比較されるはめにな

る．しかしここで一概に比較して優劣を決めるわけにも

ゆかない．たとえばガラスの耐水性が問題になり，水溶

性は大きな欠陥となる場合もあるが，逆にまた水溶性が

利用される場合もあって，欠点また長所となりうるから

である．ただ一般的にガラスの方が耐熱性が大きいの

で，その点では常にプラスチックより優位に立つ．また

電気絶縁性も一般にガラスの方がすぐれており，熱膨張

係数も小さい．なお機械的強度や硬度の点でも，プラス

チックより強いものをガラスに求めることは容易であ

る。そのほかの問題は具体例について個々的に検討する

以外にない．

　また低融点ガラスについても各種あるが，その用途に

より必要条件が出されてくるので，それによって選ばれ

ねばならない．しかし一般に融点と熱膨張係数とは相関

関係があり，低融点のものほど膨張係数は大きい．また

一般に機械的強度や耐水性なども，低融点のものほど弱

くなる傾向がある．いずれにしても低融点ガラスの利用

を拡大してゆくためには，新しい成分組成のガラスを開

発しておく必要がある．

　以上低融点ガラスの現状について，その種類と性質，

利用状況（今後の問題も含めて）について述べた．

　終わりにこの問題の検討についていろいろお世話にな

った，横浜国大高橋健太郎氏，電気試験所宗像元介氏に

感謝する，　　　　　　　　　（1961年9月25日受理）
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「球形殻非対称曲げ理論の近似解」（英文）

　圧力容器，タンク，屋根ドーム等の構造体に用いら

れる球形殻に地震力，風圧力等の非対称荷重が作用す

る時に生じる曲げ応力に関する坪井一秋野理論を近似

化し，応力解析の実用化を行なう．

　従来，漸近積分あるいは数値解法に頼らざるを得な

かった基礎微分方程式を，低次微分項の省略によって

一挙に簡略化し，これより応力，変位の近似公式を導

く．公式は偏平でない球形殻に適用される．

　厳密解と比較した計算例により，工学的に十分の精

度が得られることが示される．

　この解により，従来軸対称問題以外は困難とみられ

た球形殻の曲げ解析は，偏平球殻の公式とあいまっ

て，非対称問題についても実用解析が容易に行ない得

るものとなる・　　　　　　　　（1961年9月発行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（25ページよりつづく）

一べ一スの収率は減少するが，生成するモル数は増加し

ており，したがってG値も僅かながら増している．

　付記　本研究におけるγ線照射に関し，お世話いただ

いた日本原子力研究所放射線利用室長団野皓文氏，吉田

氏，東大工学部応用化学科祖父江教授，田畑助教授，な

らびに分光測定に関して便宜を計られた本所第4部高

橋，山辺両研究室の方々に深謝する．

　　　　　　　　　　　　　（1961年10月17日受理）
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